






























































項目 内　　容 項目 内　　容
1 食欲がない 38 ものごとに自信がもてない
2 吐気、胸やけ、腹痛がある 39 何事もためらいがちである
3 わけもなく便秘や下痢をしやすい 40 他人にわるくとられやすい
4 動悸や脈が気になる 41 他人を信じられない
5 いつも体の調子がよい 42 気をまわしすぎる
6 不平や不満が多い 43 つきあいが嫌いである
7 親が期待しすぎる 44 ひけ目を感じる
8 今まで自分や家庭は不幸である 45 とりこし苦労をする
9 将来のことを心配しすぎる 46 体がだるい
10 人に会いたくない 47 気にすると冷汗が出やすい
11 自分が自分でない感じがする 48 めまいや立ちくらみがする
12 やる気が出てこない 49 気を失ったり、ひきつけたりする
13 悲観的になる 50 よく他人に好かれる
14 考えがまとまらない 51 こだわりすぎる
15 気分に波がありすぎる 52 自分のやったことを、確かめずにはいられない
16 不眠がちである 53 汚れが気になって困る
17 頭痛がする 54 つまらぬ考えが頭から離れない
18 首筋や肩がこる 55 自分がへんな匂いを出しているのではないか気になる
19 胸が痛んだり、しめつけられる 56 他人に陰口をいわれる
20 いつも活動的である 57 周囲の人が気になって困る
21 気が小さすぎる 58 変な目で見られているような気がする
22 気疲れする 59 他人に相手にされない
23 いらいらする 60 気持ちが傷つけられやすい
24 おこりっぽい 61 今までに体重が極端に変動したことがある
25 死にたくなる 62 のどに不快感がある
26 何事も生き生きと感じられない 63 アレルギーで困っている
27 記憶力が低下している 64 食欲がコントロールできない
28 根気が続かない 65 つねに冷静である
29 ものごとを自分では決められない 66 完璧にやらないと気がすまない
30 人に頼りすぎる 67 一度落ち込むとなかなか立ち直れない
31 赤面して困る 68 人を傷つけるのではないかと気になる
32 吃ったり、声がふるえる 69 親に反対されたらやりたいことでもあきらめてきた
33 体がほてったり、冷えたりする 70 自分を傷つけたくなる
34 排尿、性器、生理のことが気になる 71 むちゃなことをしたくなる
35 気分が明るい 72 その他、困っているいること、気になっていること、
36 なんとなく不安である 相談したいことがある































１年 354名 ２年 359名 ３年 305名 ４年 263名 １年 499名 ２年 299名 ３年 143名 ４年 372名
項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％
35 60 35 58 35 53  5 61 35 59 35 57  5 64 18 37
 5 54  5 48  5 52 35 57  5 51  5 53 35 62  5 25
68 44 18 38 20 40 18 40 68 45 20 43 20 43 27 23
18 41 15 36 18 40 50 37 20 41 68 37 18 41 35 20
22 41 27 36 15 33 65 33 18 39 18 36 50 36 22 19
20 40 22 35 27 32 20 30 22 38 50 31 65 27 28 18
28 38 20 35 22 32 27 30 15 36 65 31 27 25 36 18
52 36 68 33 28 30 22 27 28 36 22 31 22 24 12 17
15 34 28 33 68 29 28 25 50 35 28 28 68 24 20 17
50 33 23 31 50 29 36 25 52 32 52 28 28 22 14 17
1997年 1998年
１年 471名 ２年 77名 ３年 253名 ４年 384名 １年 557名 ２年 505名 ３年 498名 ４年 569名
項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％
35 58 35 58 18 45 18 41 35 62 18 35 18 34 18 31
 5 54  5 47 27 30 27 22  5 59 27 22 27 20  5 22
68 42 18 47 22 28 15 19 68 43  5 21 22 19 27 17
18 39 20 42 35 28 28 18 20 41 22 21 15 17 22 15
20 38 52 36  5 26 23 17 18 41 15 21 48 16 15 13
22 36 22 32 15 23 45 17 22 34 28 21  5 15 20 13
15 35 50 30 23 23 48 17 50 33 35 21 20 13 35 13
28 34 15 29 48 22 13 16 28 31 12 19 28 13 36 12
45 33 68 29 20 21 22 16 48 31 48 18 35 13 12 12
52 32 45 27 36 21  9 16 52 30 23 18 12 13 45 11
1999年 2000年
１年 581名 ２年 511名 ３年 501名 ４年 662名 １年 643名 ２年 551名 ３年 595名 ４年 679名
項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％
18 37 18 34 18 33 18 30 18 37 18 34 18 34 18 31
15 28 27 23 22 17 27 19 15 26 22 23 27 25 27 18
22 27 22 21 15 17  5 15 22 26 27 23 22 19 12 15
48 24 15 20 27 16 12 13 27 23 15 23 15 19 22 14
68 24 28 17  5 16 22 13 48 22 48 20 12 17 15 14
27 22 12 17 12 14  9 12 38 22 12 18 46 16 36 14
13 21 48 16 48 14 20 12 68 22 13 17  3 15  3 12
38 21 46 15 17 13 15 12 28 21 28 17 28 15  9 12
28 20 14 15 46 13 35 11 30 20 23 16 48 14 14 11


























１年 589名 ２年 565名 ３年 551名 ４年 673名 １年 650名 ２年 570名 ３年 581名 ４年 715名
項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％
18 35 18 33 18 32 18 31 18 36 18 33 18 29 18 31
48 28 15 22 27 21 27 20 15 26 27 24 27 20 27 18
22 26 27 22 15 19 12 15 22 26 15 23 15 18 22 15
15 26 22 22 22 17  9 14 48 24 12 21 12 17 12 14
38 25 12 19 28 17 22 14 27 24 22 21 22 16 36 13
68 25 48 19 14 15 15 14 68 23 28 19 28 15 28 13
27 22 28 19 23 15 36 14 28 22 23 18 23 15 15 13
13 22 23 17 12 15 14 14 36 22 14 17 14 13  9 12
30 22 38 16 36 14 17 12 13 22 46 17 46 12 20 12
28 22 13 15 46 14 48 12 12 21 48 17 48 12 48 11
2003年 2004年
１年 677名 ２年 585名 ３年 545名 ４年 728名 １年 663名 ２年 554名 ３年 580名 ４年 656名
項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％
18 34 18 31 18 30 18 28 18 32 18 29 18 31 18 32
15 27 12 23 27 19 27 20 22 29 22 25 12 23 27 19
22 24 27 23 23 18 12 15 15 27 15 24 27 22 36 18
48 23 15 22 12 17 36 14 68 26 12 23 15 20 22 18
27 23 22 21 15 17  9 14 48 25 23 22 36 20  5 16
38 22 23 18 22 17 14 13 38 25 14 21 22 20  9 16
12 22 28 18 28 14 28 13 36 24 27 21 28 19 12 16
13 21 14 17  6 14 15 13 12 23 38 20 38 18 15 15
28 21 46 15 46 13 22 13 13 21 28 20 14 18 14 13
14 20 13 15 48 13 20 12 27 21 68 20 23 16 20 13
2005年 2006年
１年 654名 ２年 597名 ３年 508名 ４年 705名 １年 633名 ２年 523名 ３年 574名 ４年 720名
項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％
22 33 18 30 18 30 18 31 18 35 18 34 18 30 18 28
18 32 22 28 22 22 36 17 22 33 22 27 27 20 36 17
15 30 12 28 27 22 22 17 38 31 15 25 12 19  9 16
68 28 15 26 15 21 12 16 15 29 27 25 22 19 12 16
38 28 27 23 12 19  9 15 68 27 12 23 15 18 35 16
48 26 28 23 28 18 27 14 13 27 38 22 14 17 27 15
28 25 13 21 36 17 14 14 36 27 48 20 36 17 22 15
36 25 38 21 38 17 15 14 48 26 14 19 28 17 20 15
13 24 14 20 13 17  5 13 30 23 23 19 48 16  5 14
27 23 23 20  9 16 13 13 39 22 36 19 23 15 14 13
2007年 2008年
１年 542名 ２年 570名 ３年 538名 ４年 688名 １年 649名 ２年 516名 ３年 581名
項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％ 項目 ％
18 38 18 30 18 31 18 26 22 31 18 30 18 28
22 33 15 28 15 19  5 17 15 31 15 27 15 20
15 32 22 25 22 18 36 16 18 30 12 27 12 19
36 25 27 24 12 18  9 15 36 28 14 23 22 18
13 25 12 24 27 18 12 15 68 27 22 23 14 17
48 24 14 21 14 15 14 14 38 27 23 21 36 17
68 24 28 20 23 14 22 14 48 26 27 21 38 17
38 24 38 18 36 13 20 13 30 24 38 21  9 17
27 24 36 18 28 13 35 13 14 24 36 20 27 16




１年 631名 ２年 572名 １年 618名
項目 ％ 項目 ％ 項目 ％
18 33 18 31 18 33
22 31 15 24 22 30
15 31 12 24 15 29
38 26 22 21 12 24
36 24 38 19 38 24
68 24 28 17 48 23
12 23 23 17 36 22
30 23 27 16 68 21
13 23  5 16 28 21




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Anxiety Scale）や STAI（State-Trait Anxiety Inventory）
などでは上述の『不安』は扱えず、それ以外の方法を
用いる方が有効だと考えられる。
　従って、今後はその点を補う方法を用いて上述の要
因の分析・検討を進める必要があろう。
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